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論文内容の要旨

本論文は，ディジタル回路の検査データ自動生成に関する研究の成果をまとめたもので，全体を緒

論，結論を含め 5 章で構成している。

第 1 章緒論においては，本研究分野における従来の研究について述べ，本研究の目的を明らかにす

るとともに，研究内容と成果について概説している。

第 2 章においては，検査データ生成システムの基本構成を示した後 その中心となる並列故障シミ

ュレーションの方式について論述している。すなわち 故障シミュレーションの機構および論理演算

手法について述べるとともに 並列演算手法の機能素子への拡張方法について述べている。

第 3 章においては，検査系列自動生成手法を導入した検査データ自動生成方式について論述してい

る。すなわち，検査系列自動生成手法の基本アルゴリズムについて述べ つづいて機能素子への拡張

方式について述べている。さらに，第 2 章ならびに第 3 章において，これらの方式を，計算機の論理

パッケージの検査データ生成に適用した結果に基づいて評価している。

第 4 章では，検査データ生成方式に関連して，大規模回路の検査データ生成にわいて重要な検査容

易な回路方式について論述している。

第 5 章結論においては，本研究全体についての成果を要約するとともに，今後に残された課題につ

いて論じている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，ディジタル回路における検査データ自動生成に関する研究について述べたものであり，

その成果を要約すると次の通りである。

(1) ROM, RAM などの機能素子へも適用可能な新しい並列故障シミュレーション方式を提案し，実

際の理論パッケージに適用し，その有用性を明らかにしている。

(2) 検査系列自動生成において機能素子を取扱うことの出来る新手法，ならびにこれを用いた検査デ

ータ自動生成システムの構成を述べ，機能素子を含む回路の検査データ自動生成が実現できること

を，実際の適用例により示している。

(3) 大規模回路の検査データ自動生成を効率よく実現する新しい手法として，スキャンパス方式と回

路分割方式を併用する方法を提案し，適用結果について有効性を評価している。

以上のように本論文には，ディジタル回路の検査データ自動生成方式に関して多くの新しい知見が

述べられて;b~り，その成果は，電子・通信工学の分野に貢献するところ大である。 よって本論文は

博士論文として価値あるものと認める。
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